
社会資本
し ゃ か い し ほ ん

総合
そ う ご う

整備
せ い び

計画
け い か く

御代田
み よ た

地区
ち く

都市再生整備計画

平成26年3月

長野県　御代田町
み よ た ま ち



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 2,168 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成25年度 平成30年度

人／年 平成24年度 平成30年度

人／年 平成24年度 平成30年度

30

大目標：充実した子育て環境の形成と多様な世代が安心・安全に暮らせるまちづくり
　　小目標①：安心して通行できる交通体系の構築
　　小目標②：災害に強い安全なまちづくり
　　小目標③：子どもがいきいきと育つまちづくり

52,800人児童館の年間利用者数合計

ひだまりっこ、児童クラブ利用者や四季折々のイベントに参
加する児童の数の合計

遊びを通じて子どもの健全育成を推進することから、イベント参加
者数も含めて児童館の利用者数を指標化する。 48,000人

従前値 目標値

都道府県名 長野県
ながのけん

御代田町
み よ た ま ち

御代田
み よ た

地区
ち く

計画期間 交付期間

通行の安全性や防災性など総合
的な道路環境に対する満足度

アンケート調査における「総合的な道路環境」に対する満
足度の向上

道路空間の整備によってもたらされる歩行時や災害時の安心感を
満足度として指標化する。 9.0％

・御代田地区は、日本屈指の活火山である浅間山の（標高2,568ｍ）の南麓に広がる地域にあり、58.78㎢の面積の5割以上を山林が占める。町の主な地域は標高800～900ｍのエリアに広がり、乾燥した空気のため暑さを体感せず軽井沢町と同様に避
暑地として適している。
・県下有数の高原野菜の産地、精密工業の町として発展しており、人口は、15,389人（平成24年10月1日現在）、世帯数は6,445世帯（平成24年10月1日現在）で、周辺地域のベッドタウンとして人口の増加傾向が続いている。
・第1期御代田地区都市再生整備計画事業により、町内の生活道路等の整備が進んだが、歩行者交通量が多い歩道未設置道路などがまだ多く残っており、歩道もネットワーク化されていないなど道路環境に問題を抱えている。
･急峻な地形となっていることもあり､過去に土石流が発生するなど､台風等による水害も多く発生している地域である｡平成19年に発生した台風9号の際には､町内215箇所で土砂崩れ等の災害が発生している。
・御代田町の平成23年における年少人口割合（0歳～14歳）は15.1％で長野県下77市町村のうち第6位と高い比率となっており、老年人口割合（65歳以上）は22.1％と県下で76位である。
・御代田町では平成22年～平成26年までを計画期間とする「御代田町次世代育成支援行動計画後期行動計画」を策定し、「緑豊かな自然と文化のかおり高い高原のひだまりに子どもたちがのびのび育つ町」をテーマに、子育て支援を推進している。

１　安全で快適な交通(自動車､歩行者)環境の向上
   町道は、日常生活や生産活動の中で重要な役割を果たしており、町道の舗装率も年々向上している。しかし、幅員5.5ｍ以上の町道の整備率は47.5％（御代田町長期振興計画）であり、県下でも年少人口割合がが高い本町の子ども達をはじめ高齢者
が安全に通学・通行できる道路交通環境の整備をはじめ、災害時における安全な避難ルートとしての整備が課題である。
２　安全な暮らしを支える防災性の向上
　 近年、局地的な豪雨による災害が頻繁に発生していたことから、第1期御代田地区都市再生整備計画事業における排水路整備により水害に対する防災性は向上した。しかし、本町の北部は急峻な地形であることから排水能力の一層の向上、及び万
が一の災害時における安全な避難ルートの整備が課題である。
３　子どもが安全かつ健康・健全に育つ環境の整備
　 本町は県下でも年少人口割合が高い町であり、中学生まで医療負担免除の施策を導入するなど子育て支援を積極的に行っていることから、若年世帯の転入も多く、生産年齢人口割合62.7％は県下で第4位である。このため、本町では、子ども達がい
きいきと健全に育っていく環境を整え、定住基盤の形成を推進することにより、将来のまちづくりの担い手を確保することが課題である。

　｢第4次御代田町長期振興計画（平成18年度～平成27年度）｣において､超長期目標を『2万人公園都市構想』と掲げ､｢豊かな自然と温かい心が響きあい新たな未来(ゆめ)を創造する文化･高原公園都市御代田｣を将来像にしている。
　その具現化に向けて策定された｢御代田町まちづくり基本計画｣においては概ね5年以内に実現する短期目標として「安全、安心して暮らせる定住基盤の整備」が掲げられており、その達成に向けて第1期 御代田地区都市再生整備事業を実施してきた
ところである。さらに、概ね6年以降の実現をめざす中長期目標として「御代田ブランドの創造による駅を中心とした交流拠点の形成」が掲げられているが、子ども達の通学路の安全確保や災害時の住民の避難ルートの確保などの防災上の基盤整備が
残されていることから、引き続き道路整備等による、安全、安心して暮らせる定住基盤の形成を進めるものとする。
　
　なお、御代田駅周辺の活性化については、引き続き駅を中心とした交通（自転車、歩行者）環境整備や駅周辺地区の再整備、及び商業、交流機能の導入により、御代田駅を中心とした交流拠点の形成を進めるものとし、地元意向がまとまり次第適切
な活性化事業を実施するものとする。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

13.0%

御代田町総合防災訓練（毎年防災
の日に実施）参加者数

毎年防災に日に実施する「御代田町総合防災訓練」に参加
する一般住民の数

住民の目に見えるところでの防災施設の整備を行っていることか
ら、防災活動啓発効果として毎年実施している防災訓練の参加者
数を指標化する。

360人 400人



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

　

方針に合致する主要な事業
①安心して通行できる交通体系の構築
･御代田町で育つ子ども達が安全に通学できるように､通学路指定されている道路の整備を推進する。
・御代田町に住まいするすべての人が定住意思を持てるよう、安全安心して公共公益施設を利用できる定住基盤を整備する。

【基幹事業】
道路事業：塩野御代田停車場線、児玉荒町線、上ノ林児玉線、上ノ林大久保線②、塩野区内
線、
　　　　　　　上小田井雪窓線、久能梨沢線、三ツ谷清万線、南浦３号線、東林大林線、広戸御代
田停車場線、
　　　　　　　中篭西駒込線

②災害に強い安全なまちづくり
･浅間活火山の麗でも安全に安心して暮らせるよう､幹線市道や生活道路の整備を進め、安全な避難経路を確保することにより災害に対応したまちづくりを
進める。
･台風等の自然災害により被害の発生した道路や水路の復旧・機能強化を回り､安全な道路網の構築､防災機能強化を図る。

【基幹事業】
道路事業：塩野御代田停車場線、児玉荒町線、上ノ林児玉線、上ノ林大久保線②、塩野区内
線、
　　　　　　　上小田井雪窓線、久能梨沢線、三ツ谷清万線、南浦３号線、東林大林線、広戸御代
田停車場線、
　　　　　　　中篭西駒込線

○事業終了後の継続的なまちづくり活動
･事業終了後も引き続き､将来ビジョンの達成に向け中･長期の目標達成を目指し､継続したまちづくり交付金事業の活用も含め検討を行うものとする｡なお､その検討にあたっては引き続き庁内ワーキンググループによる作業部会を存続させていく予定と
している。

○交付期間中の計画の管理について
･交付期間中において各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果をあげるために､庁内ワーキンググループによる検討会を今後も定期的に実施し､事業実施の結果新たに見つかった課題の解消方法や事業成果の今後のまちづくりへの反映に
係る検討会を実施する。

③子どもがいきいきと育つまちづくり
･児童館の整備による児童館機能の充実やレクリエーション施設の充実を図り、遊びを通じて子ども達の健全育成を推進する。
・四季折々に実施するイベントの参加者（児童・保護者）の増加を図り、親子のふれあい機会の拡大・充実を図る。

【基幹事業】
公園事業：龍神の杜公園
【提案事業】
地域創造支援事業：大林児童館、東原児童館



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 塩野御代田停車場線 御代田町 直 Ｌ＝100ｍ 平成26年度 平成29年度 平成26年度 平成29年度 127.7 127.7 127.7 127.7

2 塩野区内線 御代田町 直 Ｌ＝120ｍ 平成27年度 平成29年度 平成27年度 平成29年度 82.0 82.0 82.0 82.0

3 上小田井雪窓線 御代田町 直 Ｌ＝400ｍ 平成26年度 平成30年度 平成26年度 平成30年度 381.4 381.4 381.4 381.4

4 上ノ林児玉線 御代田町 直 Ｌ＝300ｍ 平成26年度 平成29年度 平成26年度 平成29年度 278.5 278.5 278.5 278.5

5 久能梨沢線 御代田町 直 Ｌ＝250ｍ 平成27年度 平成30年度 平成27年度 平成30年度 256.0 256.0 256.0 256.0

6 上ノ林大久保線② 御代田町 直 Ｌ＝20ｍ 平成26年度 平成27年度 平成26年度 平成27年度 6.4 6.4 6.4 6.4

7 南浦３号線 御代田町 直 Ｌ＝320ｍ 平成27年度 平成30年度 平成27年度 平成30年度 140.0 140.0 140.0 140.0

8 広戸御代田停車場線 御代田町 直 Ｌ＝250ｍ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 41.7 41.7 41.7 41.7

9 東林大林線 御代田町 直 Ｌ＝250ｍ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 40.2 40.2 40.2 40.2

10 三ツ谷清万線 御代田町 直 Ｌ＝300ｍ 平成27年度 平成30年度 平成27年度 平成30年度 143.2 143.2 143.2 143.2

11 中篭西駒込線 御代田町 直 Ｌ＝250ｍ 平成27年度 平成30年度 平成27年度 平成30年度 103.4 103.4 103.4 103.4

12 児玉荒町線 御代田町 直 Ｌ＝150ｍ 平成26年度 平成30年度 平成26年度 平成30年度 88.5 88.5 88.5 88.5

公園 御代田町 直 Ａ＝1,000㎡ 平成26年度 平成29年度 平成26年度 平成29年度 15.1 15.1 15.1 15.1

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,704.1 1,704.1 1,704.1 1,704.1 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
御代田町 直 Ａ＝640㎡ 平成26年度 平成30年度 平成26年度 平成30年度 146.1 146.1 146.1 146.1

御代田町 直 Ａ＝640㎡ 平成27年度 平成30年度 平成27年度 平成30年度 189.3 189.3 189.3 189.3

6.4 6.4 6.4 6.4

－

合計 341.8 341.8 341.8 341.8 …B
合計(A+B) 2,045.9

児童館整備 0.0

0.0

交付対象事業費 2,046 交付限度額

事業
細項目

818 国費率 0.4

直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

0.0
うち民負担分

0.0

うち民負担分
事業箇所名

龍神の杜公園

事業主体

大林児童館

事業活用調
査

事業効果分析（事後評価調査）

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間

（参考）事業期間

まちづくり活
動推進事業

0.0

地域創造
支援事業

－

東原児童館

事業効果分析

児童館整備

住宅市街地
総合整備
事業

事業箇所名事業
細項目



（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

事業主体 規模 全体事業費事業
事業期間（いずれかに○）

所管省庁名事業箇所名



都市再生整備計画の区域

御代田
み よ た

地区
ち く

（長野県
な が の け ん

御代田町
み よ た ま ち

） 面積 2,168 ha 区域

○馬瀬口字長坂の一部・字普賢山落の一部・三ツ谷の一部・字馬瀬口の一部・字小沼の一部、字
八ヶ倉の一部・字旭町の一部・字桜ヶ丘
○御代田字桜ヶ丘・字平和台・字大林の一部・字小田井・字小田井上宿の一部・字西軽井沢の一
部・東雪窓の一部、山の神の一部
○草越字向原の一部・字草越の一部・字常磐台の一部
○豊昇字久能の一部・梨沢の一部
○広戸字広戸の一部

◎ 御代田町役場

御代田駅

北陸新幹線
しなの鉄道

しなの鉄道

北陸新幹線



総合的な道路環境に対する満足度 ： 9.0％（H25） → 13.0％（H30）

目標 防災訓練参加者数 ： 360人（H24） → 400人（H30）

児童館利用者数 ： 48,000人（H24） → 52,800人（H30）

充実した子育て環境と多様な世代が安心・安全に暮らせるまちづくり
代表的な

指標

御代田地区（長野県御代田町）　整備方針概要図


